
岩手県立盛岡みたけ支援学校は、盛岡以北の県北地域に 6 か所設置されております。本校の小中学部校舎（滝沢

市穴口）と高等部校舎（盛岡市青山）、二戸分教室の小学部校舎（石切所小学校内）、中学部校舎（福岡中学校内）、

高等部校舎（北桜高校内）、奥中山校校舎（一戸町）と点在しています。今年度も、この校報「観武」を通して、

それぞれの活動の様子を伝えていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、希望の春を迎え 4月 5日の二戸分教室中学部入学式を皮切りに、8日に二戸分教室小学部、9日に奥中山

校と二戸分教室高等部、11 日に本校小中学部と高等部の入学式がそれぞれ挙行され、本校 45 名、分教室 12 名、

分校 4 名の新入生を加えた全児童生徒 219 名の新年度が始まりました。あらためて、入学と進級をお祝いしたい

と思います。児童生徒の皆さん、保護者の皆さん、おめでとうございます。 

 今年度は、学校全体として主に 3つの重点項目を掲げて進みたいと考えております。 

 一つ目は、「学習指導要領を基に教育課程を見直す」というものです。 

 知的障がい特別支援学校では、これまで生活単元学習や作業学習等で、児童生徒が主体的で対話的に学べるよ

うに、体験活動を織り交ぜながら分かりやすい学びを展開してきました。このことは児童生徒の成長に大きく寄

与してきたと言えます。今後はこの学びを更に発展させるために各教科（国語・算数数学・理科・社会・職業・家

庭科など）の見方や考え方の内容も取入れて評価し、深い学びへとつなげていきたいと考えます。 

 二つ目は、「仲間や地域の人々とのつながりを育成する」というものです。 

 各校とも、地域の小学校や中学校、高等学校との学校間交流は絶え間なく進められており、児童生徒個々の居住

地校交流についても年に 2 回から 3 回と積極的に実施され嬉しい限りです。地域社会においても多様性に目を向

け、互いの理解がより進んでいるように思います。今後は、この関係性が途切れないように相互理解の更なる促進

と持続可能な交流内容の検討をしていく必要があると考えます。 

 三つ目は、「地域に開かれた学校、信頼される学校を目指す」というものです。 

 地域社会とつながりをもち、地域のヒト・モノ・コトを活用させて頂きながら校外学習や作業学習、実習を更に

充実させたいと思います。地域での具体的な学びが、自立と社会参加に結びつくように進めていきます。また、地

域貢献にも目を 
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令和８年度が始まりました。保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご支

援を賜り、心より御礼申し上げます。 

本年度は、盛岡みたけ支援学校にとって大きな節目の年となります。４月 10日に二戸北星支援学校が開校し、

これまで本校の二戸分教室として運営してきた小学部・中学部・高等部が統合され、一つの支援学校として新た

な歩みを始めました。また、奥中山校は本校の分校から二戸北星支援学校の分校へと移管しました。 

この組織再編により、盛岡みたけ支援学校は滝沢市穴口の小中学部校舎と盛岡市青山の高等部校舎の２校舎

制となり、児童生徒は小学部 72名、中学部 44名、高等部 67名、計 183名で新年度をスタートいたしました。

学校全体の形は変わりましたが、教育方針はこれまでと変わりありません。今年度も校報「観武」を通して、各

学部の教育活動の様子をお伝えしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今年度も、教育活動の重点項目を３つ掲げたいと思います。 
  

一つ目は、「個に応じた学びを充実させる」というものです。 

知的障がい特別支援学校では、生活単元学習や作業学習などを中心に、体験的な活動を通して主体的・対話的

な学びを積み重ねてきました。これらは児童生徒の成長に大きく寄与してきたと実感しています。本校では、こ

の学びを更に深めるために、各教科（国語、算数・数学、理科、社会、職業、家庭科など）の見方や考え方を取

入れて、学びの質を高めていきます。児童生徒が「できた」「わかった」「伝わった」と実感できる場面を増やし、

深い学びにつなげていきたいと考えています。 

  

二つ目は、「仲間や地域の人々とのつながりを育成する」というものです。 

これまで本校および二戸地域の各校舎では、地域の小学校・中学校・高等学校との交流を継続的に行ってきま

した。居住地校交流も年に２～３回と積極的に実施され、地域の理解も着実に広がってきています。今年度は、

２校舎制となった本校の状況を踏まえつつ、交流の継続性と質の向上を図り、児童生徒が多様な人々と関わりな

がら成長できる機会を大切にしていきます。 

 

三つめは、「地域に開かれた学校、信頼される学校を目指す」というものです。 

地域のヒト・モノ・コトを活用した校外学習や作業学習、就業体験実習は、児童生徒の自立と社会参加に向け

た大切な学びです。今年度も、地域の皆様のご協力をいただきながら、実践的で意味のある学びを更に充実させ

ていきます。また、地域貢献活動や奉仕活動を通して、児童生徒が「地域の役に立てた」という実感を得られる

ようにし、自己肯定感の向上につなげていきたいと考えています。 

 

以上、令和８年度も全職員が一体となり教育活動に取り組んでまいります。児童生徒たちの今と将来の生活が

豊かになるように、そして一人一人が自信をもって社会参加できるように光を当てながら、日々の学びを充実さ

せていきたいと考えます。保護者の皆様、地域の皆様には引き続き温かいご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

  
 

 

  



令和８年度定期人事異動による転出者 

 

令和８年度定期人事異動による転入者 

一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

職 名 氏 名 転出先・退職 職 名 氏 名 転出先・退職 

副校長 本 正 千 夏 
宮古恵風支援学校 
校長（昇任） 

講 師 渡 辺 竜 太 
一関清明支援学校 

（新採用） 

副校長 佐 々 木 文 彦 
杜陵高校奥州校 

定時制 
講 師 鈴 木 直 子 盛岡ひがし支援学校 

事務長 伊 藤 祐 樹 盛岡第二高等学校 講 師 高 橋 育 子 花巻清風支援学校 

教 諭 及 川 真 哉 退  職 講 師 郡 川 美 玲 盛岡ひがし支援学校 

教 諭 千 田 隆 芳 盛岡青松支援学校 講 師 畠 山 智 子 退  職 

教 諭 喜 多 山  順 子 花巻清風支援学校 
非常勤
講 師 

菅 井 由 香 退  職 

教 諭 木 下 美 穂 退  職 
非常勤
講 師 

誉 田 菜 穂 子 退  職 

教 諭 工 藤 則 隆 気仙光陵支援学校 
非常勤
講 師 

八 幡 志 保 退  職 

教 諭 伊 藤 槙 悟 盛岡視覚支援学校 
非常勤
講 師 

加 藤 和 恵 退  職 

教 諭 多 田  航 一関清明支援学校 
非常勤 
介助員 

佐  藤 千  幸 退  職 

主 事 川 戸 芽 衣 二戸北星支援学校 
 

  

職 名 氏 名 前任校 職 名 氏 名 前任校 

副校長 岩 渕 昌 文 花巻清風支援学校 主 査 斉 藤 直 人 紫波総合高等学校 

副校長 及 川 伸 也 高田高等学校 講 師 佐 々 木  聖 盛岡ひがし支援学校 

事務長 小 笠 原  天 宮古恵風支援学校 講 師 今 野 朋 枝 盛岡青松支援学校 

教 諭 高 橋 奈 輔 子 盛岡ひがし支援学校 講 師 深 作 幸 子 盛岡市立好摩小学校 

教 諭 小 野 寺 晴 満 前沢明峰支援学校 講 師 小 山 勇 太 
盛岡みたけ支援学校 

二戸分教室 

教 諭 中 村 真 淑 
岩手大学教育学部 
附属特別支援学校 

講 師 杉 森 真 唯 奈 盛岡となん支援学校 

教 諭 佐 々 木 友 実 久慈拓陽支援学校 講 師 熊 谷 如 紘 盛岡峰南高等支援学校 

教 諭 山 﨑 雄 太 釜石祥雲支援学校 講 師 冨 岡 憂 瑠 新規採用 

教 諭 佐 藤 里 美 釜石祥雲支援学校 講 師 小 田 綺 花 新規採用 

教 諭 亀 谷 怜 央 宮古恵風支援学校 
非常勤
講師 

長 山 奈 緒 子 盛岡市立大宮中学校 

教 諭 及 川 美 月 新採用 
非常勤
介助員 

松 井 弥 生 新規採用 

教 諭 梅 原 未 菜 新採用 
非常勤
介助員 谷 藤 香 織 新規採用 


